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研究成果の概要 

ヒトが外界から感覚情報を取得し行動を実行するという一連の感覚運動ループでは、意識的な

知覚認知系と無意識的な身体運動系という２つの異なるシステムが脳内で同時に駆動されている

と考えられる。本研究では、これらの情報処理プロセスの間にどのような乖離があるのか、また、そ

れがどのような脳内インタラクションを経て、知覚と行動の一貫性が保たれているのかを解明するこ

とを目的とする。 

 

（１） 意識的な知覚意思決定と無意識的な身体運動適応のインタラクション 

 従来実施されてきた知覚意思決定課題の多くは受動的に得られた感覚情報を弁別・回答する手

法が取られてきた。本研究では、能動的に身体運動を実施した際に得られた感覚情報について問

うことで、知覚認知系が身体運動系の内部表現に歪められるかを検証した。ここでは、新規な内部

表現は視覚と固有感覚上に任意の外乱を与えることで惹起させると、その内部表現に応じて知覚

が歪曲されることが明らかとなった。 

 

（２） 意識的な知覚認知系の変調が無意識的な身体運動適応へ与える影響 

 ヒトの意識的な知覚認知系は常に一定とは限らない。例えば、精神的健康度の好不調の変化や

性格特性の個人差は、意識的な知覚認知系の可変性を端的に示している。本研究では、このよう

な変調がその背後にある無意識的な処理に起因しているのかを明らかにするために、身体運動を

用いて評価できるのかを検証した。行動実験と質問回答を組み合わせることで、精神疾患に関連

した性格特性と無意識的な身体運動特性と関連する行動指標を発見することができた。 

 

 


